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心
に
ゆ
と
り
を
生
ん
だ
。
加
え
て
、
古
く
よ
り
水
上
交
通
の
要
衝

で
あ
っ
た
こ
こ
は
、
外
の
文
化
や
価
値
観
に
接
す
る
機
会
が
多

か
っ
た
。
島
の
郷
土
芸
能
、
女
文
楽
も
、
も
と
も
と
は
上
方
か
ら

入
っ
て
き
た
文
楽
を
、
担
い
手
の
男
を
失
っ
た
た
め
、
形
を
変
え

て
継
承
し
た
も
の
だ
。
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
固
有
の
特
色

を
付
与
し
て
、
育
て
る
力
が
、
昔
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

考
え
て
み
れ
ば
直
島
は
、
日
本
の
縮
図
と
も
い
え
る
。
工
業
と

観
光
開
発
が
経
済
を
牽
引
し
、
や
が
て
企
業
に
社
会
貢
献
、
地
域

と
の
共
生
と
い
う
課
題
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
世
の
中
全
体
が
、

循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
迫
ら
れ
る
に
至
り
、
な
お
し
ま
プ
ラ
ン

と
い
う
形
で
そ
れ
ら
を
統
合
。
環
境
産
業
と
い
う
産
業
と
雇
用
を

創
出
し
、
町
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
事
業
に
お
い

て
、
自
分
た
ち
ら
し
さ
を
う
ち
出
し
て
き
た
。
そ
の
懐
の
深
さ
と

視
野
の
広
さ
に
、
学
ぶ
べ
き
も
の
は
多
い
。
小
さ
な
島
の
発
す
る
、

大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
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買
い
物
帰
り
の
高
齢
者
の
後
か

ら
、
購
入
し
た
品
々
を
積
ん

だ
カ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト
が
つ
い
て
く
る
。

ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
マ
ヌ
カ
ン
ロ
ボ
ッ

ト
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
で
は
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
が
支
援
や
助
言

を
し
て
く
れ
る
し
、
道
に
迷
っ
た
ら

車
輪
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
道
案
内
を
し
て

く
れ
る
︱
︱
今
、
大
阪
で
、
人
と
ロ

ボ
ッ
ト
が
共
生
す
る
社
会
づ
く
り
に

　ロボット

人とロボットが
共生する社会へ
浅田 稔 

向
け
た
、
世
界
初
の
実
験
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。

　

舞
台
と
な
る
の
は
、
二
〇
一
二
年

度
後
期
の
ま
ち
び
ら
き
に
向
け
て
開

発
が
進
む
梅
田
北
ヤ
ー
ド
、
ナ
レ
ッ

ジ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゾ
ー
ン
の
中
核
施

設
「
ロ
ボ
シ
テ
ィ
コ
ア
」。
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
研
究
開
発
・
情
報
発
信
拠

点
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
産
業
創
出

へ
の
交
流
拠
点
、
そ
し
て
市
民
が
最

先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
楽
し
み
な

が
ら
体
感
で
き
る
拠
点
だ
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
と
個
体
ば
か
り

を
思
い
浮
か
べ
が
ち
だ
が
、
も
う
一

つ
大
事
な
の
が
、
都
市
環
境
の
ロ

ボ
ッ
ト
化
。
街
全
体
に
セ
ン
サ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
せ
、
常

時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
行
い
な
が
ら
、
個
体
ロ
ボ
ッ
ト
と

相
互
に
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
し
、
安

心
で
快
適
な
都
市
環
境
を
つ
く
る
。

い
わ
ば
街
が
ま
る
ご
と
人
工
生
命

体
に
な
る
わ
け
で
、
万
一
、
街
角
で

ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
遭
遇
し
て
も
、
セ

ン
サ
ー
が
異
常
を
検
知
し
て
、
レ
ス

キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
動
す
る
。
街

と
い
う
母
体
の
中
で
、
個
体
ロ
ボ
ッ

ト
が
人
間
と
共
生
し
て
い
る
と
い
う

形
だ
。　

　

世
界
に
先
駆
け
て
少
子
高
齢
化

大阪大学大学院工学研究科教授；
関西次世代ロボット推進会議座長

ナレッジ・キャピタルの中央に位置し、多様なコラボレーション活動の舞台となる
「ナレッジプラザ」（2008年2月時点の計画イメージ）

が
進
む
日
本
で
は
、
介
護
・
福
祉
分

野
で
人
の
手
助
け
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

の
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
。
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
優
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。
但

し
、
必
ず
し
も
ヒ
ト
型
で
あ
る
必
要

は
な
い
。
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
し
て
も
、

お
年
寄
り
の
話
し
相
手
と
し
て
は
ヒ

ト
型
が
い
い
が
、
入
浴
支
援
は
ヒ
ト

型
で
な
い
方
が
介
護
さ
れ
る
側
の
精
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Ｃ
Ｏ

２

排
出
削
減
が
課
題
に
な

る
な
か
、
火
力
発
電
の
高

効
率
化
が
進
ん
で
い
る
。
従
来
の
火

力
発
電
は
、
ボ
イ
ラ
で
燃
料
を
燃
や

し
、
つ
く
っ
た
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を

回
し
て
発
電
。
そ
の
発
電
効
率
は
、

蒸
気
の
高
温
・
高
圧
化
や
大
容
量
化

に
よ
り
上
昇
を
続
け
て
き
た
も
の
の
、

一
九
七
〇
年
代
に
約
四
三
％
を
超
え

た
あ
た
り
で
飽
和
状
態
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
の
限
界
を
超
え
た
の
が
、

「
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
」だ
。

　

コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
と

は
、
圧
縮
し
た
空
気
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
燃

焼
さ
せ
、
ま
ず
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
回

し
て
発
電
、
さ
ら
に
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

か
ら
排
出
さ
れ
る
高
温
の
ガ
ス
を
利

用
し
て
、
高
温
高
圧
の
蒸
気
を
発
生

さ
せ
て
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
も
回
し
て
、

ダ
ブ
ル
で
発
電
す
る
方
式
だ
。

　

八
四
年
に
国
内
で
初
め
て
導
入
さ

れ
た
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
燃
焼
温
度
は

一
一
〇
〇
℃
級
、
発
電
効
率
は
約
四

七
％
だ
っ
た
の
が
、
現
在
は
一
五
〇

〇
℃
級
が
開
発
さ
れ
、
今
年
四
月
か

ら
順
次
設
備
更
新
・
運
転
開
始
さ
れ

て
い
る
関
西
電
力
堺
港
発
電
所
で
は
、

発
電
効
率
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

約
五
八
％
。
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
は
設
備

更
新
前
の
〇
・
五
一
㎏
-Ｃ
Ｏ

２

／

k
W
h
か
ら
〇
・
三
六
㎏
-Ｃ
Ｏ

２

／

k
W
h
へ
と
大
幅
に
低
減
し
た
。
続

い
て
二
〇
一
三
年
に
は
関
西
電
力
姫

路
第
二
発
電
所
に
一
六
〇
〇
℃
級
の

コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
設
備

が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
、
そ
の
発
電

効
率
は
約
六
〇
％
と
さ
ら
に
世
界
最

高
レ
ベ
ル
を
更
新
、
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量

　火力

火力発電の高効率化、
コンバインドサイクル
三巻利夫 電力中央研究所 エネルギー技術研究所長

い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

つ
く
り
産
業
化
す
る
に
は
ユ
ー
ザ
ー

の
忌
憚
の
な
い
声
を
聞
く
こ
と
が
不

可
欠
で
、
大
阪
な
ら
「
こ
ん
な
ん
使

わ
れ
へ
ん
わ
」「
こ
う
し
た
ら
え
え

ん
ち
ゃ
う
？
」
と
ス
ト
レ
ー
ト
な
反

応
が
期
待
で
き
、
開
発
に
大
い
に
生

か
せ
る
と
思
う
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

基
盤
と
な
る
産
業
や
技
術
集
積
が
あ

る
点
も
大
き
い
。
た
だ
、み
ん
な「
う

ち
の
技
術
は
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
関
係
な

い
」
と
思
い
が
ち
。
ど
ん
な
技
術
も

ロ
ボ
ッ
ト
に
使
え
る
可
能
性
が
あ
る

の
に
、
気
づ
い
て
い
な
い
。
だ
か
ら

ロ
ボ
シ
テ
ィ
コ
ア
は
、
多
様
な
技
術

を
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
ぐ
た

め
の
開
か
れ
た
交
流
の
場
と
し
た
い
。

　

新
し
い
社
会
の
実
現
に
は
、
ロ

ボ
シ
テ
ィ
コ
ア
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
十

年
が
勝
負
だ
ろ
う
。
企
業
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
製
品
化
へ

の
橋
渡
し
を
す
る
と
同
時
に
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
や
、
規
制
緩
和

へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
課
題
は
多
い
。

今
は
ま
だ
、
ロ
ボ
ッ
ト
は
公
共
の
場

に
出
た
り
公
道
を
歩
く
こ
と
は
で
き

な
い
の
だ
。
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
出
会

い
の
場
を
、
ロ
ボ
シ
テ
ィ
コ
ア
か
ら

近
隣
施
設
へ
拡
げ
、
北
ヤ
ー
ド
全
体

を
ロ
ボ
ッ
ト
の
街
に
す
る
た
め
に
も
、

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、「
際
」
を
超

え
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
た
い
。

　

鉄
腕
ア
ト
ム
が
生
ま
れ
た
と
さ

れ
る
二
〇
〇
三
年
に
は
間
に
合
わ

な
か
っ
た
が
、
日
本
は
世
界
で
初
め

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
日
常
生
活
の
パ
ー

ト
ナ
ー
に
で
き
る
可
能
性
を
持
っ
て

い
る
。
技
術
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
る

今
こ
そ
、
実
現
に
向
け
た
確
か
な
布

石
を
打
つ
べ
き
だ
。

　

北
ヤ
ー
ド
の
成
功
こ
そ
が
関
西
活

性
化
の
鍵
を
握
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
の
街

づ
く
り
も
、
こ
こ
で
成
功
さ
せ
て
こ

そ
意
味
が
あ
る
。
大
阪
人
は
面
白
が

り
な
が
ら
、
こ
の
実
験
に
主
体
的
に

参
加
し
て
ほ
し
い
。

あ
さ
だ　

み
の
る

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
／

関
西
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
推
進
会
議
座
長

一
九
五
三
年
滋
賀
県
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
基

礎
工
学
部
卒
、
同
大
学
院
基
礎
工
学
研
究

科
博
士
課
程
修
了
。
大
阪
大
学
助
教
授
を

経
て
、
九
五
年
工
学
部
教
授
、
九
七
年
よ
り

現
職
。知
能
ロ
ボ
ッ
ト
を
研
究
し
、「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
」

の
開
催
を
提
唱
、
二
〇
〇
二
年
ロ
ボ
カ
ッ
プ
国

際
委
員
会
会
長
就
任
、
〇
六
年
大
阪
に
本

部
事
務
局
を
設
置
。
著
書『
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
シ
ー

ン
の
理
解
』『
ロ
ボ
ッ
ト
イ
ン
テ
リ
ジェン
ス
』な
ど
。

http://w
w

w
.jeap.org

神
的
負
担
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
足
歩
行
の
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド

ば
か
り
が
ロ
ボ
ッ
ト
で
は
な
い
。
ロ

ボ
ッ
ト
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
産

業
用
で
は
以
前
か
ら
ア
ー
ム
ロ
ボ
ッ

ト
が
活
躍
し
て
い
る
し
、
今
の
自
動

車
や
情
報
家
電
、
携
帯
電
話
だ
っ
て

一
種
の
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。
街
を
ま
る
ご

と
ロ
ボ
ッ
ト
化
す
る
の
と
同
様
、
住

宅
を
ロ
ボ
ッ
ト
化
し
、
個
体
ロ
ボ
ッ

ト
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
役
割
を

果
た
す
。
家
事
や
力
仕
事
、
健
康
増

進
、
娯
楽
、
教
育
な
ど
、
生
活
の
あ

ら
ゆ
る
場
で
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
の
パ
ー

ト
ナ
ー
に
な
り
、
私
た
ち
の
生
活
を

よ
り
楽
し
く
豊
か
に
し
て
く
れ
る
夢

を
描
い
て
い
る
。

　

私
は
こ
う
し
た
実
験
を
大
阪
の

街
な
か
で
や
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

●コンバインドサイクル発電のしくみ（イメージ図）

蒸気タービン発電方式 コンバインドサイクル発電方式
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（LNG）
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（LNG）

器水復器水復

機電発機電発

空気

蒸気
タービン

蒸気
タービン

排ガス

ガス
タービン

プ
ン
ポ

プ
ン
ポ

コンバインドサイクル発電のしくみ（イメージ図）

も
〇
・
三
二
七
㎏
-Ｃ
Ｏ

２

／
k
W
h

と
一
段
の
低
減
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
は
、

海
外
で
も
使
わ
れ
て
は
い
る
が
、
日

本
ほ
ど
導
入
が
進
ん
で
い
る
国
は
な

い
。
資
源
に
乏
し
く
、
準
国
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
原
子
力
を
カ
ウ
ン
ト

し
な
け
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
わ

ず
か
四
％
、
原
子
力
を
国
産
と
み
な

し
て
も
同
一
九
％
し
か
な
い
日
本
。

輸
入
し
た
燃
料
を
大
事
に
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
発
電

効
率
向
上
に
つ
な
が
る
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
導
入
が
進
ん
だ
。
燃
料
は
化
石

燃
料
だ
が
、
発
電
効
率
が
高
ま
る
と

使
用
す
る
燃
料
が
少
な
く
て
済
む
の

で
、
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ

２

も
削
減
で

き
、
低
炭
素
化
の
観
点
か
ら
も
現
実

的
で
効
果
的
な
方
法
と
い
え
よ
う
。

　

発
電
効
率
は
燃
焼
温
度
が
高
い
ほ

ど
上
が
る
た
め
、
今
後
も
燃
焼
温
度

を
い
か
に
上
げ
る
か
――

理
論
的
に

は
燃
焼
温
度
は
二
〇
〇
〇
℃
程
度
ま

で
上
げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
耐

え
ら
れ
る
材
料
開
発
と
冷
却
技
術
の

進
展
に
応
じ
て
徐
々
に
燃
焼
温
度
が

上
昇
し
て
き
て
い
る
。
現
段
階
で
は

材
料
自
体
の
耐
熱
温
度
は
お
よ
そ
九

五
〇
℃
。
そ
れ
を
、
材
料
の
内
部
を

空
気
や
蒸
気
で
冷
却
し
た
り
、
材
料

の
表
面
を
空
気
の
層
で
覆
っ
て
金
属

と
燃
焼
ガ
ス
が
直
接
触
れ
な
い
よ
う

に
し
た
り
す
る
冷
却
技
術
や
、
遮
熱

性
に
優
れ
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
施
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
一
六
〇
〇
℃

ま
で
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
さ
ら
に
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
一
七
〇
〇
℃
を
目
指
し
た
研

究
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
が
Ｎ
Ｏ

Ｘ

の
削

ロボシティコアでの実証実験に向けたロボットの公開実験
が、ATR（国際電気通信基礎技術研究所）の知能ロボティ
クス研究所チームによって、大阪市此花区の複合商業施設
で展開されている。天井に設置されたTVカメラや測距用レー
ザーレンジファインダーが来場者の位置と行動を認識、何か
あればロボットに伝えるしくみだ（写真右）。
＊素材は、著者の許可を得て文献（Nishio et al., “Structuring 
Information on People and Environment for Supporting 
Robotic Services,” in Proc. IROS 2008）より引用

ロボシティコアでのロボカップ競技会のイメージ
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減
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
燃
や
す
と
空
気
中
の

窒
素
が
酸
化
さ
れ
て
Ｎ
Ｏ

Ｘ

が
発
生

す
る
が
、
燃
焼
温
度
が
上
が
る
ほ
ど

そ
の
量
は
急
激
に
増
加
す
る
。
こ
れ

を
い
か
に
減
ら
す
か
、
に
つ
い
て
、

新
た
な
Ｎ
Ｏ

Ｘ

低
減
技
術
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
独
自
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
開
発

が
、
七
八
年
、
省
エ
ネ
分
野
の
技

術
開
発
を
行
う
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
計
画
」
で
行
わ

れ
た
。
燃
焼
温
度
が
ま
だ
九
〇
〇
℃

程
度
だ
っ
た
当
時
、
国
内
重
電
メ
ー

カ
ー
六
社
と
電
力
中
央
研
究
所
が
共

同
で
、
一
三
〇
〇
℃
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

の
開
発
に
着
手
。
駆
け
出
し
の
研
究

者
と
し
て
私
も
参
加
し
た
が
、
数
々

の
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
す
る
な
か
で
高

効
率
化
に
関
す
る
貴
重
な
ノ
ウ
ハ
ウ

が
得
ら
れ
た
。
こ
の
日
本
独
自
の
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
が
世
に
出
る
こ
と
は
な

題字　森　詳介（関西電力株式会社取締役社長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

本誌は大豆油インクを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 地域共生・広報室　
発行人／八嶋康博　編集人／多田恭之
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

編
集
後
記

　

季
節
が
変
わ
り
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
は
地
球
温
暖
化
問
題
と
人
口
増
加
へ
の
対
応
、
日
本

国
内
で
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
と
相
反
す
る
よ
う
な

難
題
が
山
積
。
従
来
ど
お
り
の
対
応
が
限
界
を
迎
え
、
大
き
な
方
向
転

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
現
在
︱
︱
鬼
頭
宏
さ
ん
、
大

竹
文
雄
さ
ん
、松
橋
隆
治
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
鼎
談
で
は「
人

口
問
題
と
低
炭
素
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

温
暖
化
に
せ
よ
少
子
高
齢
化
に
せ
よ
、
現
実
的
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
の
は
地
域
で
す
。
鼎
談
の
最
後
に
鬼
頭
さ
ん
が
引
用
さ
れ
た
、「
楽

観
は
意
志
に
属
し
、
悲
観
は
気
分
に
属
す
る
」
と
い
う
哲
学
者
ア
ラ
ン

の
言
葉
を
手
が
か
り
に
、「
ル
ポ
」
で
は
、
前
向
き
に
楽
観
的
に
挑
戦

を
続
け
る
関
西
各
地
の
「
少
子
高
齢
時
代
の
地
域
ス
タ
イ
ル
」
を
探
り

ま
し
た
。
ま
た
「
エ
コ
ル
ー
ツ
紀
行
」
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
も
っ
と

小
さ
な
町
の
挑
戦
。
人
口
僅
か
三
千
四
百
人
ほ
ど
の
香
川
県
直
島
町
は
、

世
界
に
知
ら
れ
る
芸
術
の
発
信
地
で
あ
り
、
廃
棄
物
か
ら
銅
や
金
な
ど

を
回
収
す
る
資
源
循
環
の
実
践
地
。
年
間
三
十
四
万
人
と
人
口
の
百
倍

の
訪
問
客
を
集
め
る
直
島
を
、
作
家
・
岸
本
葉
子
さ
ん
と
訪
ね
ま
し
た
。

　

移
り
ゆ
く
季
節
︱
︱
理
想
を
追
い
か
け
る
「
熱
い
」
夏
が
過
ぎ
、
現

実
の
重
さ
も
厳
し
さ
も
わ
き
ま
え
て
実
を
結
ば
せ
る
秋
。
今
の
私
た
ち

の
選
択
が
将
来
世
代
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
よ
う
、
意
図
的
に
楽
観
し
つ

つ
、『
躍
』
秋
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

み
ま
き　

と
し
お

電
力
中
央
研
究
所 

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
研
究
所
長　
　

一
九
五
四
年
佐
賀
県
生
ま
れ
。
九
州
大
学
修

士
課
程
修
了
。
七
八
年
電
力
中
央
研
究
所

入
所
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
／
石
炭
ガ
ス
化
コン
バ
イ
ン
ド
サ

イ
ク
ル
発
電
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
解
析
研
究
に
従
事

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

「
電
気
と
低
炭
素
社
会
︱
︱
電
力
供
給
に

係
わ
る
ブ
レ
ー
ク
スル
ー
テ
ク
ノロ
ジ
ー
」
な
ど
講

演
。
執
筆
「
今
後
の
コン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発

電
設
備
の
動
向
」
な
ど
。

h
ttp

://criep
i.d

en
k

en
.or.jp

/jp
/

energy/index.htm
l

く
、
か
つ
て
、「
ガ
ス
」
な
ら
ぬ
「
カ

ス
タ
ー
ビ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
時
期
も

あ
っ
た
や
に
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

後
も
各
社
で
の
挑
戦
は
続
き
、
今
や

日
本
の
技
術
は
世
界
ト
ッ
プ
に
躍
り

出
た
。

　

資
源
小
国
・
日
本
に
お
い
て
は
、

今
後
も
発
電
効
率
を
上
げ
、
使
用
す

る
燃
料
を
減
ら
し
て
い
く
努
力
は
欠

か
せ
な
い
。
低
炭
素
化
と
高
効
率
化

が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
火
力
発
電
の

当
面
の
主
役
は
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
使

用
し
た
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
で

あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。
石
炭
ガ
ス
化

コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
の
実
現
な

ど
、
さ
ら
な
る
技
術
開
発
へ
、
メ
ー

カ
ー
、
電
力
会
社
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

堺港発電所　内部設備

堺港発電所
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